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諸外国における気候変動による将来の外力の増加量の考慮の仕方
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○オランダでは、将来の外力の増加分を評価しつつ、洪水対策計画を策定している。
〇ドイツでは、将来の外力の増加分を考慮し、河川計画へ反映している。
〇イギリスでは、将来の外力の増加分を考慮し、河川事業の評価、土地利用へ反映している。

○イギリス
• 2008年に成立した気候変動法では、政府による気候

変動リスクの公表、気候変動リスク評価の実施方法
および適応行動計画の策定方法に関する法定の指
針の提供等を義務付けている。

• 気候変動による影響等については、環境庁がA1Bシ

ナリオ（中位シナリオ）等を用いて算出した水系毎の
ピーク降雨量、ピーク流量等の将来予測情報を提供
すると共に、影響評価等についても地方政府を支援
している。

• 洪水及び沿岸侵食リスク管理事業として政府の予算
申請を行う場合には、気候変動係数を用いて感度分
析を行い、実行可能な推奨策を示すことを求めてい
る。

• 国家計画政策方針（ｺﾐｭﾆﾃｨｰ地方自治省、2012）で
は、新たな開発行為を行おうとする者に対し、将来の
外力の増加分を考慮した気候変動係数を適用し、適
切な洪水耐性、強靱性、事業期間における洪水リス
ク評価等を実施するなど、利用者の安全性確保を求
めている。

諸外国における気候変動による将来の外力の増加量の考慮の仕方

○オランダ
•インフラ環境省、経済省が策定したデルタプログラム
では、リスクベース・アプローチを適用し、目標達成に
向けて、洪水防御、土地利用、危機管理の3段階の対
策による重層的洪水リスク管理を実施している。

•堤防の洪水防御基準は、将来、外力が増加した場合
でも洪水による死亡率を年間10万分の1以下にするこ

とを目標とし、政府の算定と地元の見解を踏まえて地
域毎に設定している。

•ライン川ロビス地点では、デルタプログラムにおいて、
RCP8.5相当のシナリオを包含した独自のシナリオを用

いて将来の外力の増加分を考慮したピーク流量を
18,000m3/sと評価している。

○ドイツ
• バーデン＝ビュルテンベルク州では計画高水にA1Bシ

ナリオ（中位シナリオ）を用いて将来の外力の増加分を
考慮した気候変動係数を設定し、施設整備が進めら
れている。（2005年～）
※ライン川、エルベ川等の大河川では気候変動係数を適用していない。 2



オランダの気候変動による将来の外力の増加量の治水計画等での考慮の仕方
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○デルタプログラムにおいて、ライン川では、RCP8.5相当のシナリオを包含した独自のシナリオを用いて将来の外
力の増加分を考慮したピーク流量を18,000m3/sと評価している。

〇現在及び将来のオランダを安全かつ魅力的な場所とし続けることを目的としたデルタプログラムにおいて、政府
（インフラ環境省,経済省）は、将来、外力が増加した場合でも洪水による死亡率を年間10万分の1以下とするこ
とを目標とし、洪水防御、土地利用、危機管理の3段階の対策による重層的洪水リスク管理を実施している。

対策名 各層の詳細 オランダで実施されている対策

第３層：危機管理 ◎あらゆる洪水に対応する危機管理

情報提供（洪水警報、リスクマップな
ど）、避難施設の整備

・洪水警報
・リスクマップ
・ハザードマップ
・携帯アプリ

など

第２層：土地利用 ◎洪水被害を抑制する土地利用

氾濫流の抑止
土地利用など

・土地利用計画※3

（Land use planning）
・建築基準法※3

（Building codes）
・耐水建築物※3

（Water proof building）
など

第１層：洪水防御 ◎予防策を実施する洪水防御

洪水防御基準を満たすために、
定期点検（12年毎）、ハード対策の
実施※4

・砂浜の形成（Sand Motor）
・防波堤や高潮堰、堤防の建設
・河川空間拡張プロジェクト

（Room for the River）
など

デルタプログラムにおける重層的洪水リスク管理の概要※2
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ライン川の流量確率の将来予測 ※1

RCP8.5のシナリオと一致するシナリオ

出典： ※1 KNMI, Deltares, Wat betekenen de nieuwe klimaatscenario’s voor de rivierafvoeren van Rijn en Maas?
https://cdn.knmi.nl/system/data_center_publications/files/000/069/858/original/samenvatting_grade_knmi14_definitief2.pdf?1495622007

※2 The Ministry of infrastructure and the Environment and The Ministry of Economic Affairs, Delta Programme 2015： Working on the delta, 2014.9,
https://english.deltacommissaris.nl/documents/publications/2014/09/16/delta-programme-2015

※3 The Ministry of infrastructure and the Environment and The Ministry of Economic Affairs, Delta Programme 2014： Work on the delta,
2013.9, https://english.deltacommissaris.nl/delta-programme/documents/publications/2013/09/17/delta-programme-2014

※4 The Ministry of infrastructure and the Environment and The Ministry of Economic Affairs, Delta Programme 2018： Continuing the work on a sustainable and safe delta 2017.6
https://english.deltacommissaris.nl/delta-programme/documents/publications/2017/09/19/dp2018-en-printversie



オランダにおける洪水防御基準の考え方
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○オランダの水法では洪水防御基準として「警報基準」と「下限基準」を規定。
○定期的（12年に1度）な法定安全度評価において「警報基準」を上回る洪水氾濫の可能性が認められた場合に

はインフラ・環境大臣に報告される。また、同基準の超過は対策実施のための補助金支給の条件の1つである。

○「下限基準」は許容可能な最大の洪水氾濫確率であり、同基準を確保することで少なくとも基準防御レベル（死
亡率年10万分の1以下）を保証することとなる。

出典： ※Rijkswaterstaat et. al, Water veiligheid Begrippen Begrijpen,  pp. 49, 51, 52, 68, June 2017. （オランダ語）

洪
水
安
全
度

警報基準

下限基準

図 洪水安全度の経年変化と順応的適応方法の概念図

Ａ．気候変動や老朽化による堤防強度の低下による洪水安全度の低下 Ｂ．警報基準到達後直ちに対策を実施するための準備
Ｃ．堤防補強開始 Ｄ．下限基準 Ｅ．堤防補強直後の洪水安全度



ドイツの気候変動による将来の外力の増加量の治水計画等での考慮の仕方
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○バーデン＝ビュルテンベルク州では、A1Bシナリオ（中位シナリオ）を用いて、将来の外力の増加分を考慮した
気候変動係数を、5つの地域毎に設定している。

○計画高水流量に気候変動係数をかけることにより、水位上昇を予測し、堤防をかさ上げしている。

出典： Festlegung des Bemessungshochwassers für Anlagen des technischen Hochwasserschutzes, 2005、 Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, 2012、
Regionale Klimaszenarien für Süddeutschland, 2006、Hochwasserschutz Passau Gottfried-Schäffer-Straße, 2016、Hochwasserschutz Passau Ortsteil Hals, 2015

（参考）バイエルン州の取組

パッサウ市で実施されてい
る治水事業では、一律15%
割り増しした100年確率の計

画高水流量に対応するため、
可搬式堤防による対応が計
画されている

100年確率洪水+15%割増しによる水位可搬式堤防

バーデン＝ビュルテンベルク州の取組

バーデン＝ビュルテンベルク州の地域分割図

バーデン＝ビュルテンベルク州の気候変動係数FT,K

バーデン＝ビュルテンベルク州ビルケンフェルト地区は地域区分２に該当

※1000年より大きな再現確率では係数は常に1.00

計画高水流量に気候変動係数1.15をかけることにより、
水位上昇を予測し、堤防をかさ上げしている

エンツ川では100年確率規模で整備

可搬式堤防イメージ

T
[確率年]

気候変動係数FT,K
1 2 3 4 5

2 1.25 1.50 1.75 1.50 1.75
5 1.24 1.45 1.65 1.45 1.67
10 1.23 1.40 1.55 1.43 1.60
20 1.21 1.33 1.42 1.40 1.50
50 1.18 1.23 1.25 1.31 1.35
100 1.15 1.15 1.15 1.25 1.25
200 1.12 1.08 1.07 1.18 1.15
500 1.06 1.03 1.00 1.08 1.05
1000 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
注：1000年より大きな再現確率では係数は常に1.00



イギリスの気候変動による将来の外力の増加量の治水計画等での考慮の仕方（将来予測）
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○2008年に成立した気候変動法では、政府による気候変動リスクの公表、気候変動リスク評価の実施方法およ
び適応行動計画の策定方法に関する法定の指針の提供等が義務付けされている。

○環境庁は、A1Bシナリオ（中位シナリオ）等を用いて算出した水系毎のピーク降雨量、ピーク流量等の将来予測
情報を提供し、地方政府を支援している。

出典：Adapting to Climate Change: Advice for flood and coastal erosion risk management authorities , Environment Agency, 2016
Guidance on Flood risk assessments: climate change allowance, Environment Agency, 2017

洪水流量に対する河川流域毎の気候変動係数

○ UKCP09（2009年）のモデルを活用し、1961～1990年を基準とした50年確率の流量の変化量を気候変動係数として示している。

○ 気候変動係数は、2020年代、2050年代、2080年代における予測値をそれぞれ求め、確率統計処理をして、50%値（中間）、70%値（中間上位）、
90%値（上限）を算出している。

2020年代の変化率 2050年代の変化率 2080年代の変化率

中間
中間
上位

上限 中間
中間
上位

上限 中間
中間
上位

上限

Northumbria 10% 15% 20% 15% 20% 30% 20% 25% 50%

Humber 10% 15% 20% 15% 20% 30% 20% 30% 50%
Anglian 10% 15% 25% 15% 20% 35% 25% 35% 65%
Thames 10% 15% 25% 15% 25% 35% 25% 35% 70%
SE England 10% 15% 25% 20% 30% 50% 35% 45% 105%
SW England 10% 15% 25% 20% 30% 40% 30% 40% 85%
Severn 10% 15% 20% 20% 25% 40% 25% 35% 70%
Dee 10% 15% 20% 15% 20% 30% 20% 25% 45%
NW England 15% 20% 20% 20% 25% 35% 30% 35% 70%
Solway 10% 15% 20% 20% 25% 30% 25% 30% 60%
Tweed 10% 15% 20% 15% 20% 25% 20% 25% 45%



イギリスの気候変動による将来の外力の増加量の治水計画等での考慮の仕方（施設整備）
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○｢気候変動適応：洪水・海岸侵食リスク管理部局への助言｣では、環境庁、地方政府及び、治水組合が洪水及び
沿岸侵食リスク管理事業として政府の予算申請を行う場合には、気候変動係数を用いて感度分析を行い、実行
可能な推奨策を示すことを求めている。

○例えば、Roding川（ロディング川）においては、気候変動係数を用いた感度分析として、気候変動による流量倍
率を適用した費用便益分析を実施している。

出典： Adapting to Climate Change: Advice for flood and coastal erosion risk management authorities , Environment Agency, 2011
River Roding flood risk management statement of environmental particulars
The strategy appraisal report of the River Roding flood risk management strategy, Environmental Agency, 2012

対策
①河川での
対策実施

② 河川での対策+

貯水地(1/100規模対応)
③河川での対策+

貯水地(1/200規模対応)

コスト
(千￡）

8,114 10,207
（①からの増加分：2,093）

11,543
（①からの増加分：3,430）

便益合計
（千￡）

103,586 109,168
（①からの増加分：5,582）

115,052
（①からの増加分：11,446）

費用
便益比

12.7 10.7 10.0

増加費用
便益比

ー 2.7 3.3

｢気候変動適応：洪水・海岸侵食リスク管理部局への助言｣
による気候変動を考慮した感度分析の事例

【気候変動による流量倍率を適用した費用便益分析の事例】

気候変動なし 気候変動による
流量倍率適用時

1/100規模対応の
貯水地

2.7 1.8

1/200規模対応の
貯水池

3.3 4.0

気候変動による流量倍率を適用した場合の費用便益比の比較

［手順］
• Roding川では、Flood Cell毎に複数の対策案（｢何もしない｣、｢必要最低限｣、｢現

状維持｣、｢施設による対策｣）を比較し、河川での対策の推奨案を抽出。
• 河川での対策の推奨策について費用便益比を算出。（右上表①）

• その推奨策に、河川上流に異なる規模の貯水池を整備した場合の費用便益比
を算出。（右上表②、③）

• 感度分析として、気候変動による流量倍率を適用した場合の費用便益比を比較。
（右下表）

［算出方法］
• 貯水池整備によるWith/ Withoutの費用の差分と、気候変動係数を用いた

With/ Withoutの便益の差分を用いて、費用便益比を算出。

１．河川での対策を実施した場合の費用（C1）と便益（B1）を算出。
２．河川での対策+貯水池整備による費用（C2）と便益（B2）を算出。
３．河川での対策+貯水池整備による費用の差分（C2-C1）と便益の差分（B2-B1）

より費用便益比を算出。

（B2-B1）/（C2-C1）＝iBCR（増加費用便益比：incremental benefit cost ratio）



イギリスの気候変動による将来の外力の増加量の治水計画等での考慮の仕方（土地利用）
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○国家計画政策方針（ｺﾐｭﾆﾃｨｰ地方自治省、2012）では、新たな開発行為を行おうとする者に対し、将来の外力
の増加分を考慮した気候変動係数を適用し、適切な洪水耐性、強靱性、事業期間における洪水リスク評価等を
実施するなど、利用者の安全性確保を求めている。

○新規開発を行う際には、環境庁が公開している洪水マップを用いて、洪水の発生頻度の低い地域（洪水区域）
での開発になっているか逐次テストを行い、洪水頻度の高い地域で新規開発をしなければならない場合には例
外テストを実施する必要がある。

○洪水リスクと沿岸変化（環境・食糧・農村地域省、2014）では、例外テストにおいて、環境庁が提供している将来
予測等を用いて事業期間における気候変動による影響を考慮することを求めている。

洪水マップに
おける

洪水区域

年超過
確率

基礎インフラ 高脆弱性施設 中脆弱性施設 低脆弱性施設 共存可能施設

必須交通インフラ（大規模
避難経路を含む）、発電所、
浄水場等

病院、居住施設（介護、擁護、
社会福祉、監獄）、ホテル等、
託児所等

病院、居住施設（介護、擁護、
社会福祉、監獄）、ホテル等、
託児所等

洪水時稼動不要施設、商店、
金融機関、農林業用地、採
鉱施設等

洪水防御施設、排水ポンプ
場、マリーナ、国防施設、水
に係る余暇施設等

１ 1/1000～ 逐次テスト 逐次テスト 逐次テスト 逐次テスト 逐次テスト

２ 1/100～ 逐次テスト 例外テスト 逐次テスト 逐次テスト 逐次テスト

３a ～1/100 例外テスト 許可しない 例外テスト 逐次テスト 逐次テスト

３b 洪水時流下或
いは貯留

例外テスト 許可しない 許可しない 許可しない 逐次テスト

洪水区域と施設配置に必要なテスト

○逐次テスト（The Sequential Test）
開発許可を得るためには、複数の開発予定地のうち最も水害リスクの低い土地を選定したことを証明しなければならない。
選定された開発予定地が洪水区域２または３である場合には、上記の表に基づき、必要に応じ例外テストを実施しなければならない。

○例外テスト：（The Exception Test）
開発する施設の脆弱性に応じ、選定された土地の洪水区域に合わせて例外テストを実施する。
開発が許可されるためには、以下の２つの要素を全て満足する必要がある。
① 洪水リスクを上回る便益をコミュニティにもたらすこと。
② 当該地域の安全性、他への洪水リスクが増加しないこと。 出典： National Planning Policy Framework: Ministry of Housing, Communities & Local Government, 2012 ;

Guidance on Flood risk assessments: climate change allowance: Environment Agency, 2017
Guidance on Flood risk and coastal change: Ministry of Housing, Communities & Local Government, 2014 ; 
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（イギリス）

①極端な高・低排出シナリオは不採用としている。

②原則として中間的な排出シナリオにおける外力の予測中央値を堤防等の計画時の基準としている。

③堤防等の計画時の感度分析では、想定される洪水被害が特に深刻な場合には高排出シナリオに基

づく予測値を用いることなどを推奨している。

（ドイツ）

①地域気候シナリオのうちの現況再現性の高くないものあったが、これらも現況・将来の比較には

使えると判断している。

②外力の変化予測の不確実性を前提としつつ、予め気候変動影響を見込むことによる施設整備費用

の増加はそれほど多額ではないが、事後に対応すると極めて高額になることを踏まえて判断して

いる。

～気候変動係数の設定・導入の考え方～

諸外国における取組のうち特に参考となりそうな事項
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SRES A2シナリオで想定されている人口が現

在の予測の上限値よりも著しく高いため、
USKP09では、人口が連続的に増加する
SRES A2及びB2シナリオ （2100年時点でそ
れぞれ151億人、104億人）は使用しない。

例えば、非常に高い割合の化石燃料燃焼
や、気候変動に対する懸念に対応した強力
な緩和など、極端に高いまたは低い排出シ
ナリオも、UKCP09の予測では考慮されてい
ない。

出典： James Murphy et al. (2010): UK Climate Projections science report: Climate change projections.

• UKCP09で利用している
IPCC SRESシナリオ A1FI、
A1B、B1を実線で表示。

• UKCP09では採用してい
ないA2、B2シナリオを破
線で表示。

（過去のUKCIP02では利用）

英国の洪水対策分野の気候変動適応策における
温室効果ガス排出シナリオの考え方

翻訳案



13出典： Environment Agency, UK: Adapting to Climate Change: Advice for Flood and Coastal Erosion Risk Management Authorities, 2016.

英国の河川洪水に関する気候変動係数の概要

気候変動係数は、基準値に対する潜在的な変化を定量
的に（対象とする変数によりmm又は増加率（％）で）示す。

気候変動係数は、UKCP09（英国気候予測プロジェクト
2009）の入手可能で信頼性があり、査読された最も優れ

た科学的証拠に基づいている。気候予測科学の複雑さを
踏まえると、気候変動係数にはかなりの不確実性が避け
られないことから、今日から2115年までの気候変動係数
を幅（下位（Lower）、中位（Central）、上位中位（Higher
Central）及び上位（Upper））をもって表現している。政策

決定対象プロジェクト等の運用期間全体にわたる全ての
気候変動係数を対象として、洪水リスク管理選択肢の機
能発揮状況が評価されることを推奨する。

翻訳案
３．気候変動係数の提供

本係数は再現期間50年の洪水流を対象に導出されたもの

である。発生確率の低い事象に予測を外挿法にて測定する
研究では、地域係数は確率年の増大によっても概ね一定と
なることが示唆されている。気候変動係数は研究の中央推
定値に対応している。この予測の基準年は1961～1990年
である。

河川流域地区ごとの洪水ピーク流量に関する気候変動係数（一部）

気候変動予測
（パーセンタイル）

2020年代の変化率
（2015～2039）

2050年代の変化率
（2040～2069）

2080年代の変化率
（2070～2115）

Northumbria

上位（90） 20% 30% 50%

上位中央（70） 15% 20% 25%

中央（50） 10% 15% 20%

低位（10） 5% 5% 10%

Humber

上位（90） 20% 30% 50%

上位中央（70） 15% 20% 30%

中央（50） 10% 15% 20%

低位（10） 5% 5% 10%

気候変動係数には下位、中位、上位中位、上位の幅を持っている。
本係数は、再現期間５０年の洪水流を対象に導出されたものである。
本係数の基準年は１９６１年～１９９０年である。



14出典： Environment Agency, UK: Adapting to Climate Change: Advice for Flood and Coastal Erosion Risk Management Authorities, 2016.

英国の気候変動係数の適用の考え方

下位（10パーセンタイル）、中央（50パーセンタイル）、上位中央（70パー
センタイル）および上位（90パーセンタイル）の気候変動係数が将来の

リスクの範囲を示す上で役立つように示されている。本資料の焦点は、
信用できる合理的な気候変動影響を考慮すべき洪水・海岸侵食リスク
管理計画の設計とレジリエンスについて情報提供することにある。例え
ば、ほとんどの洪水・海岸侵食リスク管理計画は、上位係数（Upper
allowance）に対する感度分析を行い潜在的な影響と崖っぷち効果
（cliff-edge effects：上位係数において洪水被害が一変し極めて甚大に
なる）について理解しつつ、中位係数（Central Allowance）に対して設計

される。上位係数は、将来の気候変動による長期的影響を考慮するた
めに、計画設計において用いられるべきである。被害低減対策
（mitigation measures）は、計画（例えば管理された適応計画）において、
上位中位係数（Higher Central allowance）までを対象に計画・決定され
るべきであり、これによる管理された適応が推奨される。

中央、上位中央、及び上位の係数は、洪水及び沿岸侵食リスク管理ア
プリケーションでこれを達成するように計画されている。

翻訳案
３．気候変動係数の提供

将来の気候変動影響は中位係数と上位係数との間のどこかに位置する
だろうとの一定の合理的な確信があるが、より極端な変化の可能性も無
視できない。このため、H++シナリオがUKCP09アプローチに用意されてい

る。これらは、より厳しい気候変動への影響を表し、必要とされる対策を
検討するのに役立つ。極めて確率の小さい事象を考慮すべき場合や、
稀な事象による被害が甚大な場合（例 大規模防潮施設）には、H++シ
ナリオを上限として用いるとより良好な情報を得ることができる。

上位係数に対する感度分析を行うことで潜在的な影響等を理解しつつ、中位係数で設計する。
将来への気候変動による長期的な影響も考慮する。
極めて確率の小さい事象を考慮すべき場合や、稀な事象による被害が甚大な場合には、H++
シナリオを用いることができる。



出典： Environment Agency, UK: Adapting to Climate Change: Advice for Flood and Coastal Erosion Risk Management Authorities, 2016.

河川流域内のいくつかのモデル化流域において、標準流域より
も流出が著しく増加していることが示された。

リスク管理部局はこのような非標準流域に対するガイダンスを
提供できない。そこで、これらの非標準流域における上限値を
定めるH++ シナリオを策定した。

稀なイベントの結果が極端になるような状況の場合、リスク管理
当局はH ++のシナリオに対して設計と計画を試験することがで
きる。 極端な状況とは、原子炉施設または大規模なエネルギー

発生インフラが氾濫域に含まれる可能性がある場合で、洪水の
影響範囲が洪水が直接影響する地域よりはるかに広がる可能
性がある状況である。
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表：河川流域地区ごとのH++河川洪水流量増加シナリオ

英国の極端なシナリオ（H++シナリオ）と適用範囲

翻訳案
H++の制限

気候変動予測
（パーセンタイル）

2020年代の変化率
（2015～2039）

2050年代の変化率
（2040～2069）

2080年代の変化率
（2070～2115）

Northumbria 20% 35% 65%

Humber 20% 35% 65%

Anglian 25% 40% 80%

Thames 25% 40% 80%

SE England 30% 60% 120%

SW England 25% 50% 105%

Severn 25% 45% 90%

Dee 20% 30% 60%

NW England 25% 45% 95%

Solway 25% 45% 95%

Tweed 20% 35% 75%

極端な流出現象に対応するガイドラインはないた
め、H++シナリオが策定された。

核施設、大規模発電施設等洪水による被害が極
端大きくなる施設についてH++で試験することが
望まれる。



ドイツ南部諸州
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表 独国南部諸州気候変動係数の概要(1)

独国南部諸州気候変動係数

対象州
Baden-Württemberg州、BAVARIA州
及びRHINELAND-PALATINATE州*2

温暖効果ガス排出シナリオ A1B*5 B2*9pp.14

利用GCM ECHAM4*9pp.5

融雪の影響 考慮*7

対象洪水規模 2、5、10、20、50、100、200、500、1000年確率日洪水流量*8,*9pp.58

年当たりシミュレーション数 20（近未来30年間で600年分のシミュレーションを実施）*9pp.78

洪水ピーク流量変化に関する分析指
標

確率規模別日洪水流量の月最大値の平均値の増加率*10,*9pp.78, 83

利用GCM・RCMの水平方向メッシュサ
イズ

GCM：250km程度*9pp.10,13,35、RCM：同約18km*9pp.11,21

出典： *1 独国Baden-Württemberg州、BAVARIA州及びRHINELAND-PALATINATE州。

*2 KLIWA*3 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.2.
*3 KLIWAプロジェクトとはKlimaveränderung und Konsequen - zen für die Wasserwirtschaft( Climate Change and its Impact on Water Resources

Management) のこと。1999年開始。独国Baden-Württemberg州、BAVARIA州及びRHINELAND-PALATINATE州が独国気象庁( Deutscher
Wetterdienst: German Weather Service)と共同で実施。*4

*4 KLIWA 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.2, 4.
*5 KLIWA 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.9.
*7 KLIWA 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.12.
*8 KLIWA 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.19.
*9  KLIWA 2006: Regionale Klimaszenarien für Süddeutschland
*10 KLIWA 2012: Climate Change in Southern Germany Extent – Impact – Adaptation, pp.19.

独国南部諸州*1の河川洪水対策における気候変動係数の考え方



18出典：KLIWA 2006: Regionale Klimaszenarien für Süddeutschland,pp.41.

MPIシナリオの結果の絶対値は、2つの統計的シナリオ（PIKとMR）の当該値と比較するのが
難しい。
各シナリオは現況・将来の比較について、各シナリオの長所、短所を考慮して使用できる。

MPIシナリオの結果の絶対値は、2つの統計的シナリオ（PIKとMR）の当
該値と比較するのが難しい。

しかし、本章で行う比較の主な目的は、将来の気候変動予測の変化に
関するシナリオの評価である。 この目的のために、各シナリオについて
将来のシナリオと現況のシミュレーションとの相違を使用する。

独国南部諸州の気候変動予測の地域気候シナリオの評価

3つのシナリオはすべて「ダウンスケーリング」を行っている。従って、異
なる仮定を用いて、地球規模の気候シナリオに基づく大規模な気候情
報を、より詳細な（地域の）気候情報に変換している。

結論として、3つのシナリオの評価は、現況再現に関しては重要である
が、それぞれシナリオを単独で使用するには不十分である。将来のシ
ナリオを検討する場合は、それぞれのシナリオの長所や短所などに照
らして用いるべきである。

翻訳案
３．５気候の比較評価

４．１気候学的な観点からの評価



表１ 独国の気候変動適応費用比較事例（ダム）

出典： Joachim Wald 2004: Auswirkungen der Klimaveränderungen auf Planungen – Praxisbeispiele, KLIWA-Berichte, Heft 4, pp. 180.

ダムNo. 降雨量増加率 % 5 10 20

１

（現況貯水容
量25万m3）

必要貯水容量 m3 33万6千 46万7千 80万7千

必要堤体嵩上げ量 m 0.9 2.3 5.7

追加費用（事後対応） % 不可能

追加費用（設計時対応） % 4 11 40～50

２

（現況貯水容
量11万5千m3）

必要貯水容量 m3 24万5千 43万5千 50万超

必要堤体嵩上げ量 m 1.5 3.5 6.0超

追加費用（事後対応） % 40～55 不可能

追加費用（設計時対応） % 14～19 40～50 不可能

３

（現況貯水容
量5万3千m3）

必要貯水容量 m3 6万 6万6千 8万

必要堤体嵩上げ量 m 0.15 0.26 0.56

追加費用（事後対応） % 13 20 19

追加費用（設計時対応） % 3 8 14

４

（現況貯水容
量6万2千m3）

必要貯水容量 m3 7万1千 8万2千 10万4千

必要堤体嵩上げ量 m 0.45 0.95 1.64

追加費用（事後対応） % 11 22 35-40

追加費用（設計時対応） % 4 10 15-20

独国の気候変動適応費用比較事例 （１）
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表２ 独国の気候変動適応費用比較事例（河川改修）

事例No. 設計流量増加率 % 10 20 30

LM-1
（100年確

率設計流
量172m3/s）

事後対応方法 洪水防御壁上に可搬壁追加 防御壁撤去・新設

追加費用（事後対応） % 22 55 157

追加費用（設計時対応） % 9 10 13

LM-2
（100年確

率設計流
量252m3/s）

事後対応方法 堤体・防御壁嵩上げ
堤体嵩上げ・防御壁撤去・

新設

追加費用（事後対応） % 18 56 133

追加費用（設計時対応） % 9 18 24

LM-3
（100年確

率設計流
量97m3/s）

事後対応方法 Verwallung嵩上げ 堤防新設 橋梁撤去・新設、堤防新設

追加費用（事後対応） % 9 33 218

追加費用（設計時対応） % 7 28 185

LM-4
（100年確

率設計流
量105m3/s）

事後対応方法 Verwallung・防御壁嵩上げ
Verwallung嵩上げ・防御壁

新設

追加費用（事後対応） % 9 39 47

追加費用（設計時対応） % 6 22 25

LM-5
（100年確

率設計流
量215m3/s）

事後対応方法
堤体・防御壁嵩上

げ
堤体嵩上げ・防御壁

撤去・新設
堤体嵩上げ、防御壁・橋梁

撤去・新設

追加費用（事後対応） % 6 34 81

追加費用（設計時対応） % 4 9 49

出典： Joachim Wald 2004: Auswirkungen der Klimaveränderungen auf Planungen – Praxisbeispiele, KLIWA-Berichte, Heft 4, pp. 183, 185.

独国の気候変動適応費用比較事例 （2）
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